
����������������		

������ ������

������������������������ ��

����������  !!""##$$%%&&''(()) **

++,,--,,��..��//001122334455���� 66��77

��8899::;;<<==>>$$??@@��AABBCC DD

������EEFF����//��GGHHIIJJKKLLMM�� NN

OOPP''QQRRSS--TT%%UU����  !!��VVWWXX�� YY

ZZ��[[\\$$]]^̂@@__`̀aaDD��YYbbcc ddee

��ff��//gghhiijjaakkll��//cc

mmmmmmmm

mmmmmmmmmmm

mmmmmmmmm

mmmmm

mmmmmmmmm

mmmmmm

mmmmm

mmmmmmmm

����������������

��������
�

�������������������������������������������������������������������������������������� ����������������		



����������������		

����

代表理事会長 植村正治 書
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｢

漁
業
の
未
来
の
た
め
、
持
続
利
用
可
能
な
資

源
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
環
境
の
美
化

整
備
に
よ
る
美
し
い
漁
村
づ
く
り
の
重
要
性
を
広

く
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る｣

を
趣
旨
に
、
平
成
十
四
年
度

｢

青
森
県

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会｣

が
、
七
月
二
十
日(

土)

あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
青
い
海
公
園
か
ら
県
水
産

ビ
ル
に
場
所
を
変
更
し
、
県
内
漁
業
関
係
者
約
二

百
五
十
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
植
村
正
治
大
会
実
行
委
員
会
会
長
が

｢

資
源
管
理
の
推
進
、
下
水
道
の
整
備
等
、
豊
か

な
海
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い｣

と
挨
拶
。
来
賓
と
し
て
木
村
守
男
県
知
事
、

冨
田
重
次
郎
県
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、

本
県
水
産
業
に
お
い
て
、
他
の
模
範
と
な
る
、
優

れ
た
実
績
を
上
げ
て
い
る
個
人
や
団
体
を
表
彰
す

る

｢

青
森
県
水
産
大
賞｣

が
村
上
吉
美
氏

(

横
磯

漁
業
生
産
組
合
長)

と
濱
浦
�
則
氏

(

全
国
中
型

い
か
釣
漁
労
長
連
合
会
長)

の
二
名
に
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
青
森
県
漁
業
士
会
の
八
木
沢
健
一
さ
ん

が
｢

資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
に
つ
い
て｣

、
青

森
県
漁
協
女
性
組
織
協
議
会
の
飯
田
洋
子
さ
ん
が

｢

青
い
海
づ
く
り
は
私
た
ち
の
手
で｣

と
題
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
�
浜
の
声
�
と
し
て
の
取
り
組
み
を
発

表
し
た
。

最
後
に
、
古
川
俊
大
会
実
行
委
員
会
副
会
長
が

大
会
決
議
を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
賛
同
決
議
さ

れ
た
。(

大
会
決
議
文
別
記)

そ
の
ほ
か
、
実
行
委
員
会
か
ら

｢

は
ま
な
す
海

岸
美
化
協
議
会｣

へ
は
ま
な
す
の
苗
木
の
贈
呈
式

そ
し
て
幼
稚
園
児
も
参
加
し
、
ヒ
ラ
メ
・
ク
ロ
ゾ

イ
の
稚
魚
放
流
も
行
な
わ
れ
た
。
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昭
和
四
十
二
年
、
横
磯
漁
業
生
産
組
合
を
設
立

し
、
大
型
定
置
漁
業
経
営
で
の
生
産
性
の
向
上
と

組
合
員
の
所
得
向
上
を
図
り
、
さ
け
ふ
化
放
流
事

業
に
積
極
的
に
参
画
、
ま
た
深
浦
漁
協
の
理
事
を

務
め
組
合
事
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

平
成
七
年
、
八
戸
柔
魚
釣
船
頭
組
合
長
、
八
戸

い
か
釣
漁
労
通
信
協
議
会
長
に
就
任
後
、
経
営
が

悪
化
し
て
い
る
中
型
い
か
釣
船
団
を
ま
と
め
安
全

操
業
、
漁
獲
向
上
に
努
め
た
。

ま
た
、
標
本
船
と
し
て
県
の
調
査
に
協
力
し
、

水
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
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21世紀を迎えた今日､ 世界の人口は62億人を超え､ 更に爆発的な勢いで増え続けています｡
また､ 水産資源の減少により､ 漁家経営が逼迫し､ 世界の食料供給を担う漁業が危機に瀕している状況にありま

す｡
我々は､ これらの危機を乗り越え､ 漁業の未来を切り拓くため､ あらゆる方策を尽くして取り組んで行かなけれ

ばなりません｡
我々は､ 青森県の豊かな自然と誇りある水産業を後世に継承するため､

��	
������������������������� !"#$�%&'(�)

*��+�,-./01�234�56789:;'<=>8?@�ABC�'DEF�)

よって､ 平成14年度青森県豊かな海づくり大会の開催にあたり､ 私たち県民が一丸となって漁場環境の保全と魅
力ある美しい村づくりに取り組むと共に､ 21世紀の浜に元気を取り戻すため邁進することをここに決議する｡
平成14年７月20日

青森県豊かな海づくり大会実行委員会
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(横磯漁業生産組合長)
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(全国中型いか釣漁

労長連合会長)
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欧
州
連
合

(

Ｅ
Ｕ)

は
六
月
二
十
一
日
付
官
報

で
、
日
本
を
ホ
タ
テ
の
対
Ｅ
Ｕ
輸
出
国
リ
ス
ト
に

登
載
し
た
。
Ｅ
Ｕ
向
け
ホ
タ
テ
の
禁
輸
措
置
解
除

は
一
九
九
五
年
四
月
以
来
七
年
ぶ
り
と
な
る
。

解
除
が
認
め
ら
れ
た
の
は
本
県
陸
奥
湾
東
部
海

域
に
限
定
さ
れ
、
実
際
に
輸
出
さ
れ
る
の
は
今
年

十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
期
間
限
定
と
な
る
。

本
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
ホ
タ
テ
が
Ｅ
Ｕ
の
厳
し

い
衛
生
基
準
を
満
た
し
た
こ
と
で
、
関
係
者
に
は

朗
報
と
な
っ
た
。

県
産
ホ
タ
テ
の
Ｅ
Ｕ
輸
出
は
一
九
八
九
年
に
は

約
二
千
六
百
ト
ン
、
三
十
四
億
五
千
万
円
の
実
績

が
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
は
一
九
九
五
年
四
月
か

ら
、
ま
ひ
性
貝
毒
や
衛
生
管
理
対
策
の
不
備
等
を

理
由
に
全
面
禁
輸
措
置
を
と
っ
て
い
た
。

近
年
、
ホ
タ
テ
漁
業
は
増
産
傾
向
あ
る
い
は
経

済
不
況
等
が
響
き
価
格
の
低
迷
を
続
け
て
い
る
が
、

Ｅ
Ｕ
禁
輸
解
除
に
よ
り
関
係
者
は
販
路
の
拡
大
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
の
解
除
は
期
間
限
定
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
後
は
陸
奥
湾
ホ
タ
テ
の
更
な
る
消

費
拡
大
を
目
指
す
た
め
、
県
漁
連
及
び
関
係
団
体

で
は
陸
奥
湾
全
湾
に
お
い
て
、
周
年
輸
出
が
再
開

さ
れ
る
よ
う
県
健
康
福
祉
部
及
び
厚
生
労
働
省
・

水
産
庁
へ
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
活
動
を
行
っ
た
。

陳
情
内
容
は
次
の
と
お
り
。
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去
る
八
月
二
十
九
日
に

｢

東
北
・
北
海
道
漁
協

専
務
参
事
懇
談
会｣

が
本
県
三
沢
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
東
北
と
北
海
道
の
漁
協
専
務

参
事
会
で
組
織
さ
れ
、
東
北
・
北
海
道
の
漁
協
及

び
系
統
団
体
の
専
務
、
参
事
等
が
一
堂
に
会
し
、

漁
業
問
題
等
に
関
し
、
各
道
県
か
ら
の
情
報
提
供

や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
研
鑽

を
図
り
、
も
っ
て
水
産
業
の
振
興
と
漁
協
経
営
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

主
催
者
で
あ
る
青
森
県
漁
協
専
務
参
事
会

川

村
隆
会
長
が
懇
談
会
開
催
の
ご
挨
拶
と
し
て

｢

激

動
す
る
漁
業
環
境
の
中
で
、
出
席
さ
れ
た
方
々
は

漁
協
の
先
頭
に
立
つ
立
場
、
今
回
の
懇
談
会
の
内

容
が
今
後
の
漁
協
経
営
に
ひ
と
つ
で
も
役
立
つ
こ

と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
県
外
か
ら
多
数
の
参
加

を
し
て
頂
き
感

謝
い
た
し
ま

す
。｣

と
参
加

者
へ
の
歓
迎
の

意
を
表
し
た
。

続
い
て
、
参

加
道
県
を
代
表
し
て
昨
年
開
催
地
の
岩
手
県
漁
協

専
務
参
事
協
議
会
・
黄
川
田
孝
雄
副
会
長
が

｢

水

産
物
が
安
全
で
安
定
的
な
供
給
に
貢
献
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
新
た
な
漁
業
・
漁
協
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
挨
拶

を
し
た
。

来
賓
に
は
青
森
県
農
林
水
産
部

団
体
経
営
改

善
課

総
括
副
参
事
の
岩
谷
純
一
氏
・
三
沢
市
助

役

冨
田
善
作
氏
・
青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会

専
務
理
事

後
藤
亮
丞
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

基
調
講
演
に
は

｢
水
産
基
本
政
策

に
対
す
る
全
漁
連

の
取
り
組
み
に
つ

い
て｣

と
題
し
て
、

全
国
漁
業
協
同
組

合
連
合
会

常
務

理
事

宮
原
邦
之

氏
よ
り
講
演
を
し

て
頂
き
、
休
憩
を

は
さ
ん
で
各
道
県

に
よ
る
事
例
発
表

四
件
と
共
通
対
策
提
案
事
項
二
件
を
発
表
し
た
。

�
�
�
�

①

｢

八
雲
町
に
お
け
る
漁
業
系
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て｣北

海
道

八
雲
町
漁
協

専
務
理
事

細

川

清
氏

②

｢

う
に
の
資
源
管
理
と
衛
生
管
理
に
つ
い
て｣

岩
手
県

種
市
漁
協
参
事下

田

健

一
氏

③

｢

宮
城
県
産
鮮
カ
キ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

シ
ス
テ
ム
開
発
と
実
証
試
験｣

宮
城
県
漁
連

調
査
部
考
査
役

武

田

美

隆
氏

④

｢

尻
屋
崎
周
辺
漁
業
環
境
に
つ
い
て｣

青
森
県

尻
労
漁
協
参
事吉

田

武

美
氏

�
�
�
�
	


�
�

①

｢

水
産
系
廃
棄
物
の
処
理
対
策
に
つ
い
て｣

北
海
道

野
付
漁
協

専
務
理
事

佐

藤

一

雄
氏

②

｢

密
漁
等
漁
業
関
係
法
令
違
反
に
対
す
る
罰
則

強
化
に
つ
い
て｣

青
森
県
漁
連

指
導
部
長藤

井

幸

雄
氏

特
に
、
共
通
対
策
提
案
事
項
②
の
密
漁
等
漁
業

関
係
法
令
違
反
に
対
す
る
罰
則
強
化
に
つ
い
て
は
、
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昨
年
の
水
産
基
本
法
制
定
に
よ
り
、
資
源
管
理
の

意
識
が
益
々
高
ま
る
中
で
、
漁
業
・
水
産
業
を
脅

か
す
密
漁
行
為
が
後
を
絶
た
ず
、
漁
業
権
管
理
組

合
も
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を

打
開
す
る
た
め
参
加
一
五
〇
名
の
漁
協
専
務
・
参

事
等
の
総
意
を
も
っ
て
懇
談
会
決
議
を
採
択
し
、

中
央
の
関
係
省
庁
に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

懇
談
会
終
了
後
、
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
次

回
の
開
催
場
所
を
北
海
道
に
決
定
し
た
。

交
流
会
に
お
い
て
は
、
意
見
交
換
等
交
流
を
深

め
、
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

翌
八
月
三
十
日
に
は
、
視
察
研
修
を
し
て
十
四

年
度
の
懇
談
会
を
無
事
終
了
し
た
。

【
要
旨
】

１

漁
業
法
を
改
正
し
て
、
漁
業
権
の
侵
害
及
び

漁
業
監
督
公
務
員
の
検
査
を
拒
み
妨
げ
、
若
し

く
は
忌
避
す
る
な
ど
を
し
た
者
の
罰
則
を
強
化

す
る
こ
と
。

２

現
行
の
都
道
府
県
漁
業
調
整
規
則
例
を
改
正

し
て
、
密
漁
に
関
す
る
罰
則
規
定
を
強
化
す
る

こ
と
。

【
理
由
】

平
成
十
三
年
六
月
二
十
二
日
、
我
々
漁
業
関
係

者
の
悲
願
で
あ
っ
た

｢

水
産
基
本
法｣

が
、
水
産

物
の
安
定
供
給
の
確
保
と
水
産
業
の
健
全
な
発
展

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

我
々
漁
業
関
係
者
は
、
国
民
に
安
全
で
安
心
な

水
産
物
を
安
定
供
給
す
る
た
め
種
苗
の
生
産
・
放

流
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
密
漁
の
監
視
、

漁
期
の
制
限
な
ど
資
源
管
理
を
実
施
し
、
資
源
の

維
持
培
養
に
鋭
意
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
、
取
締
機
関
が
摘
発
し
た
密
漁
の
実
態
か

ら
み
る
と
、
暴
力
団
が
関
与
し
た
組
織
的
密
漁
グ

ル
ー
プ
の
犯
行
が
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い

状
況
に
あ
り
高
速
船
、
潜
水
器
具
な
ど
を
駆
使
し
、

そ
の
手
口
も
年
々
巧
妙
・
悪
質
・
広
域
化
し
て
い

る
実
情
下
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
密
漁
事
犯
に
よ
り
逮
捕
さ
れ

て
も
、
現
行
の
漁
業
法
及
び
都
道
府
県
漁
業
調
整

規
則
に
よ
る
罰
則
が
軽
微
な
た
め
、
密
漁
未
然
防

止
及
び
再
発
防
止
の
た
め
の
効
果
あ
る
抑
止
策
と

な
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。つ

い
て
は
、
あ
わ
び
・
う
に
等
の
磯
根
資
源
を

始
め
、
か
れ
い
・
か
に
等
の
密
漁
撲
滅
を
期
し
、

よ
り
効
果
的
な
取
締
り
を
図
る
た
め
に
も
、
上
記

の
措
置
を
早
期
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ
る
。

要
望
先

【
水

産

庁
】

長

官

木

下

寛

之

次

長

川

口

恭

一

漁

政

部

長

白

須

敏

朗

資
源
管
理
部
長

海

野

洋

資
源
管
理
部

井

貫

晴

介

沿
岸
沖
合
課
長

【
全

漁

連
】

代
表
理
事
会
長

植

村

正

治

代
表
理
事
副
会
長

菅

原

昭
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下
北
水
産
振
興
会

(

下
北
十
七
漁
協)

は
、
国

が
八
月
一
日
施
行
し
た
大
臣
許
可
の
一
斉
更
新
許

可
で
尻
屋
崎
周
辺
の
沖
合
底
引
き
網
漁
業
の
操
業

禁
止
区
域
が
沖
合
、
一
か
ら
一
・
四
海
里
に
設
定

さ
れ
た
の
に
対
し
、
八
月
三
十
一
日
海
上
抗
議
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
、
禁
止
区
域
の
見
直
し
を
求
め

た
。尻

屋
漁
港
で
行
わ
れ
た
陸
上
で
の
抗
議
集
会
に

は
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
川
端
会
長

(

尻
労
漁

協
組
合
長)

は

｢

共
同
漁
業
権
内
に
ラ
イ
ン
を
引

き
資
源
管
理
を
し
ろ
、
調
整
は
漁
業
者
同
士
で
し

ろ
等
、
国
の
考
え
に
怒
り
を
覚
え
る｣

と
挨
拶
。

参
加
者
が

｢

操
業
禁
止
ラ
イ
ン
の
拡
大
を
図
れ｣

な
ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
た
後
、
漁
船

約
二
百
隻
が
大
漁
旗
を
掲
げ
て
海
上
に
出
港
し
、

今
回
設
定
し
た
操
業
禁
止
ラ
イ
ン
を
一
斉
に
航
行

し
、
国
に
対
し
て
抗
議
の
姿
勢
を
示
し
た
。

そ
の
後
、
九
月
に
青
森
県
及
び
県
漁
連
へ
要
望

書
を
提
出
し
指
導
と
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
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青
森
県
定
置
漁
業
協
会
は
、
定
置
漁
業
の
発
展

と
技
術
向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

研
修
の
一
環
と
し
て
、
去
る
七
月
二
十
九
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
に
亘
っ
て
西
崎
義
三
会

長
他
会
員
十
二
名
が
参
加
し
、
石
川
県
の
ホ
ク
モ

ウ
株
式
会
社
を
訪
問
し
た
。

(

株)

ホ
ク
モ
ウ
は
、
国
内
の
漁
網
メ
ー
カ
ー

の
中
で
唯
一
定
置
網
の
製
造
販
売
を
専
門
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
門
前
事
業
所
に
お
い
て
将
来
の
漁
業
を

担
う
船
頭
の
育
成
を
目
指
し
た
日
本
で
唯
一
の
研

修
宿
泊
施
設
を
併
設
し
た
研
修
漁
場
と
し
て
も
利

用
し
、
総
合
的
に
魅
力
の
あ
る
模
範
定
置
網
漁
場

と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
の
研
修
は
、
網
工
場
、
造
船
所
の
視
察
、

更
に
は
衛
生
面
・
安
全
対
策
の
海
水
殺
菌
施
設
、

鮮
魚
鮮
度
保
持
対
策
の
海
水
流
動
氷
施
設
、
魚
価

安
対
策
の
出
荷
調
整
金
庫
を
メ
イ
ン
と
し
て
視
察

を
実
施
し
た
。
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